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私の住んでいる町には、電車がありません。バスも、便
が一時間から二時間に一回などととても少ないので不便で
す。だから、私はあまり、バスや電車などでのマナー違反
をしている人を見かけたときがありません。
この前、家族で出かけたときに電車を使うことになりま

した。私たち家族が、電車に乗ったときは、もうすでに満
員で座席は一つも空いていませんでした。私は背が低くて、
つり革には届くか届かないかだったし、満員だったので、
近くにあった乗車出入り口の手すりにつかまっていまし
た。どこから乗ったのか、誰が見てもチャラチャラしてる
と言えるような、高校生ぐらいの女の人が、優先座席に座
って、耳にイヤフォンをつけ、携帯電話をさわっていまし
た。優先座席は、お年寄りや体の不自由な人、妊婦の人た
ちの特別な席です。しかしこのチャラチャラとしている女の人は、顔色もとても良く、

まったくどこも悪くなさそうなのです。
私は、この女の人がどうして優先座席に
座っているのか不思議に思っていまし
た。

しばらくして、たくさんの荷物と、杖
を持った一人のおばあさんが乗ってきま
した。おばあさんは空いている席がない
かあちらこちらを見回していましたが、
あきらめて、あの女の人が座っている座
席のすぐ横の手すりにつかまりました。
電車が大きくゆれ、そのたびにおばあさ
んがよろよろと杖にもたれかかりまし
た。そのそばで私は危ないなぁ、あの女

の人に何も言えない私はなさけないなぁなど、いろいろな思いをいだきながら、見続
けていました。それでも優先座席に座っているあの女の人は下を向いたまま横にいる
おばあさんに、座席をゆずろうとはしません。すると口々に周囲の人たちが、
「あの子、まだ若いんだから、おばあさんに席をゆずってあげればいいのにねぇ。」
「ほんとねぇ。あの子には思いやりってものがないのかしら。」
などと、こそこそ話しているのが聞こえました。あの女の人にも十分聞こえそうなぐ
らい、いや、あの女の人に聞かせるように周りの人たちは口々に話しているのだろう
と私は思いました。それでも、あの女の人は、おばあさんに座席をゆずろうとしない
のです※１。今でいう KY。空気がよめない子なんだなと私は思いました。すると女の
人の横に座っていたおばさんが、
「ねぇーあなた、そちらのおばあさんに座席をゆずってあげなさいよ。優先座席は、
お年寄りや体に障害をもった人たちのために作られた座席でしょう。おばあさん、
こんなに荷物、持っておられるのよ。ねぇ、ほら。」

と少し厳しい口調で、 女の人に言いました。私は、こんな大人の人にあこがれます。
とても、尊敬できる人だなぁと思いました。すると、乗客の冷たいまなざしが、みな、
その女の人に向けられました。女の人は何も言えずに、目に涙をたくさんため、じっ
とうつむいたままでしたが、やがてそろそろと立ち上がりました※２。そして、おばあ
さんに席をゆずろうとして立ち上がり、一歩足を踏み出した時私は「はっ。」と思わ
ず声を出してしまいました。
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女の人は何も言えずに、目に涙をたくさんため、じっとうつむいたままでしたが、
やがてそろそろと立ち上がりました。そして、おばあさんに席をゆずろうとして立
ち上がり、一歩足を踏み出した時私は「はっ。」と思わず声を出してしまいました。

これまでの、ざわめきも一瞬のうちに消えました。
この女の人は足が不自由だったのです。左足をひきずり、よろよろとしながらあ

わてて逃げるように次の駅で降りました。
電車の中は静まり返ってしまいました。さっき注意をしたおばさんは、気まずい

表情をして、うつむいたまま黙ってしまいました。
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